
自然と人間はどのようにつきあうべきか・・・

生態学世界の巨人・宮脇昭博士が

人が生きる上の本質的な課題を語る、人生の最終講義。

「社会の指導者の方 に々こそお話したい」宮脇博士は言う。

北海道の大地が描く未来像は・・・

渾身の講義にご参加ください。

講座料金　湿原研究所会員 8,000円　一般の方10,000円　※ご参加は原則全講座の受講となります。
食　　事　各日の昼食を用意できます。また15日には夕食・懇親会を設けています。必ず事前にご予約ください (７月末日締切 ) 
　　　　　昼食：15日・16日とも各1,000円　15日夕食・懇親会：3,000円

　お問い合せ・お申し込み　一般社団法人 湿原研究所  E-mail : info@wetlands.jp  FAX : 01558－7－7550
本講座は「北海道 e-水プロジェクト」および「前田一歩園財団自然環境活動助成」の支援を受けて実施します

北海道広尾郡大樹町双葉町6番地１ TEL01558-6-2133

一般社団法人 湿原研究所

第1７回 晩成学舎 特別講座

お申し込み締切

7月31日
※定員に達し次第
締め切らせて
いただきます

2013年8月15日(木)・16日(金)
大樹町生涯学習会館 オークホール 

各日9:30～16:45
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一般社団法人 湿原研究所　第1７回晩成学舎特別講座

～宮脇昭先生集中講義～
『生態学とは何か―いのちの奇跡・森の力』

■日　　時　2013年8月15日(木)・16日（金）　　

■会　　場　大樹町生涯学習会館 オークホール
　　　　　　北海道広尾郡大樹町双葉町6番地１ TEL01558-6-2133

■講義内容

一般社団法人 湿原研究所

北海道広尾郡大樹町字芽武159番地 3

■必読図書　『森の力　植物生態学者の理論と実践』講談社現代新書

　　　　　　『緑環境と植生学－鎮守の森を地球の森に』NTT 出版　　　

■費　　用　受講料（全講座）　湿原研究所会員 8,000円　一般の方10,000円

　　　　　　ご参加は原則全講座の受講となります。

　　　　　　１日のみの参加につきましてはご相談ください。

　　　　　　各日の昼食、懇親会・夕食は別料金です。

　　　　　　昼食　各日 1,000  円　夕食・懇親会 3,000円

■主　　催　一般社団法人 湿原研究所

■後　　援　十勝毎日新聞社　北海道新聞社

■ご連絡・お問い合わせ先

　　　　　　E-mail : info@wetlands.jp　FAX:01558-7-7550

下記の各項目とチェック欄をご記入の上、FAX またはEメールにてお申し込みください。
講座・食事ともに、ご入金の確認をもって受付完了とさせていただきます。

お振込先：
・帯広信用金庫 大樹支店 普通口座 1107149

　　　　　・ゆうちょ銀行 19170 - 9641831　　　　  一般社団法人 湿原研究所
FAX: 01558-7-7550
E-mail : info@wetlands.jp

お名前 →合計 ,000円
一般
10,000 円

湿原研究所会員
 8,000 円

ご住所
電話番号

E-mail

※各講義の主題は変更する可能性があります。変更は追ってご連絡いたします。

7/31お申し込み締切です
※定員に達した場合締め切らせていただきます

第一講義　「植物に目を開く」
第二講義　「文明と緑の日本列島」
昼　　食　(多目的室にて)

第三講義　「世界の植生と文明(1)」
第四講義　「世界の植生と文明(2)」
夕食・懇親会 (多目的室にて)

第五講義　「日本列島の緑の分布」 
第六講義　「北海道の植生」 
昼　　食　(多目的室にて)

第七講義　「緑の21世紀は可能か(1)」
第八講義　「緑の21世紀は可能か(2)」

9:30～10:45

11:00～12:15

12:15 ～13:45

13:45～15:00

15:30～16:45

17:00～

9:30～10:45

11:00～12:15

12:15 ～13:45

13:45～15:00

15:30～16:45

15日

16日

※会場の都合上アルコール類はありません宮脇　昭（みやわき あきら）

公益財団法人地球環境戦略研究機関国際生態

学センター長　横浜国立大学名誉教授

世界各地で植樹を推進する現場主義の植物生

態学者として、これまで国内外1,700ヶ所以

上で植樹指導をし、4,000万本以上の木を植

えている。

“ふるさとの木によるふるさとの森づくり”

を提唱し、このノウハウをマレーシア、ブラ

ジル、チリ、ケニヤ、タスマニア及び中国で

応用し、熱帯林や南極ブナ林、モウコナラ林

の回復のため研究と実践活動に努めている。

現在、東日本被災地の海岸線沿岸に、次の氷

河期まで9,000年持続する南北300㎞の森の

万里の長城づくりを提案している。

著書は「植物と人間」(ＮＨＫブックス )

「日本植生誌」( 至文堂 )（編著）

「鎮守の森」( 新潮社 )、「日本の植生」( 学研 )

「いのちを守るドングリの森」（集英社文庫）

「瓦礫を活かす 森の防波堤がいのちを守る」

（学研パブリッシング）など多数。

15日夕食・懇親会
3,000 円

15日昼食
1,000 円 16日昼食

1,000 円

参加お申し込み




